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短繊維添加による気泡混合軽量土の強度特性

日本大学大学院 ○学生員 藤村圭佑・神谷孝宏

日本大学工学部 正会員 古河幸雄

協和ボ－リング 正会員 中田嘉久

1．はじめに

土の強度や剛性の向上を目的として短繊維を混合する方法が開発さ

れている 。これは、安定処理土に適用するので、気泡混合軽量土に１）

対しても有効である可能性が推測される。気泡混合軽量土は、固化剤

としてセメントを使用しており、圧縮応力－ひずみの関係における破

壊ひずみが小さく、破壊後は著しい強度の低下を伴う脆性的な破壊形

。 。状を示している 短繊維を添加することによりその改善が期待される

本研究では、その基礎的研究として、原料土に豊浦砂を用い、短繊

維添加量と短繊維長が及ぼす強度への依存性を検討した。

２．実験概要

気泡混合軽量土の製作に用いた材料と短繊表－１は、

維の性質であり、短繊維はﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾘｻｲｸﾙ品である。

気泡混合軽量土の供試体の目標条件や短繊表－２は、

維添加条件である。気泡混合軽量土の配合設計は、旧

日本道路公団の「気泡混合軽量土を用いた軽量盛土工

法の設計・施工指針」により行った。短繊維添加条件

は、各Ｓ／Ｃに対して３種類の繊維長、各繊維長に対

して未添加および５種類の添加量で行い、これらの組

み合わせは５４通りである。打ち込み時の品質管理はフ

180ロ－値で確認し、設計・施工指針で規定されている

± の確保を目安とした。これにより作製された供20mm

試体は、 日間養生して一軸圧縮試験を行った。28

３．実験結果と考察

は、品質の確認のためのフロ－値と短繊維添加量図－１

の関係である。図は短繊維長 の場合であり、フロ30mm

－値はＳ／Ｃが大きいほど下位に位置し、そして、各Ｓ

／Ｃとも添加量が多くなるにつれて相対的な減少傾向が

見て取れる。この傾向は、他の短繊維長でも同様な傾向で示した。また、図示していないが、フロ－値は短

繊維長にも関係し、添加量が同じならば、短繊維長が長くなるとフロ－値は小さくなる傾向を示している。

気泡混合軽量土は、圧縮強さや湿潤密度などを任意に設定することができる。この配合設計では、Ｓ／Ｃ

が大きくなるにつれて湿潤密度が大きいことから、この影響が一軸圧縮試験結果に発現することが考えられ

る。 は、短繊維添加の有無による一軸圧縮曲線（圧縮応力と圧縮ひずみの関係）である。 の未添加図－２ (a)

の場合、破壊ひずみ１％程度前後で、Ｓ／Ｃが大きいほど小さくなる傾向を示すようである。最大圧縮応

S/C=1力に達した直後は、Ｓ／Ｃ＝３，５では急激な応力低下を示し、その後は緩やかな低下傾向である。
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図－１　短繊維添加量とフロ－値の関係

使用材料表－１

原料土 豊浦砂

707起泡剤 ファインフォーム

固化材 高炉セメント 種B

素 材 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾃﾚﾌﾀﾚ ﾄ-
短繊維 繊維径 ( μ )17dtex 40 m

3.5cN dtex強 度 ／

伸 度 ％40

供試体の目標条件と短繊維添加条件表－２

目標強度 目標密度 砂ｾﾒﾝﾄ比 短繊維長 短繊維添加量

( ) Ｓ／Ｃ ( ) ( )kN/m g/m mm kg/m
2 3 2

０７０ １ (各 に対し). S/C
７５.

５００ ０９１ ３ １５.
３０

１０５ ５.

０

０ １.
０ ３.
０ ５.
０ ７.
１ ０.
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、 、 。 、 、は 最大圧縮応力の前後では 前者とは異なり緩やかな変化状況を示している つまり 急激な応力低下は

Ｓ／Ｃ＝３，５は最大圧縮応力を示した直後であり、Ｓ／Ｃ＝１は最大圧縮応力後に若干の低下を示してか

ら後である。急激な応力低下後は、Ｓ／Ｃの大きさに関わらず延性的な低下傾向を示し、残留強度はＳ／Ｃ

が大きいほど小さいところに位置している。短繊維を添加した は、各Ｓ／Ｃから１つの短繊維長に(b)(c)(d)

おける各添加量をパラメ－タ（ の場合の は、 目標強度 短繊維長 添加量）として示した(b) 1-500-15-0.1 S/C- - -

ものである。Ｓ／Ｃ＝３、５の一軸圧縮曲線の変化挙動は、未添加の場合と類似した傾向を示している。一

方、Ｓ／Ｃ＝１はそれらとは異なり、破壊ひずみは２％前後、最大圧縮応力を示した後の応力低下は緩やか

な減少傾向で急激な低下傾向は示さないことから、前者より大きい残留強度が期待できる。

は、短繊維添加による強度発現の影響を検討したものである。ここに、強度比＝供試体の一軸圧縮図－３

強さ／目標強度、インデックス値＝（短繊維長／短繊維径）×添加率である。インデックス値は、Ｓ／Ｃに

より砂量が異なるため違っている。図より、いずれのＳ／Ｃでも、短繊維の未添加、添加に関わらず概ね目

標強度が達成されているようである。

また、Ｓ／Ｃ＝３、５では、Ｓ／Ｃ

＝１に比べ発現強度が若干大きくな

、 、る傾向を示し いずれのＳ／Ｃでも

繊維長が長くなるにつれて大きくな

る傾向が見られる。

４．まとめ

気泡混合軽量土に短繊維を混合す

ると、( )フロ－値は添加率の増加1

につれて小さくなる。( )一軸圧縮2

強さは、短繊維長が長くなるにつれ

て微増する。( ) １では、残留3 S/C=

強度が期待できる。

本研究で使用した短繊維は、謝辞

帝人テクノプロダクツ（株）の本名

浩様のご厚意により提供していただ

いた。ここに記して感謝の意を表し

ます。
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)建設省土木研究所材 料施工部土質研究室：混合補強土の技術開発に関する共同研究報告書参考文献： 1

（短繊維混合補強土工法利用技術マニュアル 、平成９年３月．）

短繊維混合による一軸圧縮曲線の変化図－２
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(a )未添加の場合
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(b)　S/C=１の場合
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短繊維添加による強度依存特性について図－３
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